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＜あらまし＞ 本研究は，業務遂行に必要なコンピテンシーを訓練の到達目標として設定して，

職業訓練（以下 訓練）のコンピテンシー基盤型教育の移行を目指す現状調査である．訓練分野
では業務遂行のためのコンピテンシーは作成されているものの，訓練と一体となった運営は十

分ではない．業務遂行のためのコンピテンシーと訓練施設 Aで運用されている教材を対象に現
状調査を行い，結果を踏まえた今後の方向性をまとめた． 
＜キーワード＞ インストラクショナルデザイン，コンピテンシー，教材，職業訓練 
 
1. はじめに 

職業能力開発促進法の第三条は「職業能力

の開発及び向上の促進は（中略）段階的かつ

体系的」に推進することを基本理念として掲

げている．各組織では経営戦略上で必要なコ

ンピテンシーが整理され，必要な職業能力の

特定，従業員の能力の把握と評価，人材育成

の目標設定などに使われる． 

世界の公的な職業訓練制度における，コン

ピテンシー基盤型教育の先進国としてイギリ

スがある．同国は 1980年代から業種別の業

務を遂行するためのコンピテンシー（以下 

業務コンピテンシー）を定め職業訓練と職業

資格を一体的に運用している(労働政策研

究・研修機構 2017）． 

我が国においても業種別に 98の業務コン

ピテンシーが整備されている(高齢・障害・

求職者雇用支援機構 2024）．しかし，職業
訓練と業務コンピテンシーの関係について詳

細な整理はされていない． 

そのため業務コンピテンシーに照らして職

業訓練が果たしている役割を，指導員や訓練

の利用者は明確にしづらく，各組織の業務コ

ンピテンシーと訓練の関係性の明確化や,各

組織と連携した訓練の設計が見出しにくい． 
 本研究では，インストラクショナルデザイ

ン（以下 ID）の観点で現状を分析した結果
を報告する．まず業務コンピテンシーの訓練

に活用する場合の現状を分析し，次に訓練施

設 Aで運用されている教材の現状を分析し
て報告する． 

 

2. コンピテンシー基盤型教育とは 

ライゲルース（2020）によると，コンピテ
ンシー基盤型教育は，「達成度基盤型教育とも

いわれ，時間基盤型から達成度基盤型へのパ

ラダイムシフトを目指すもの」と説明してい

る．また青木（2017）はあらかじめ定められ
たコンピテンシー，すなわち知識・技能・態

度を個々の学習者に合った方法やペースで習

得し，それを認定するものと示している． 
  
3. 業務コンピテンシーの分析 

業務コンピテンシーを訓練として活用する

場合の ID的な充足点と不足点を分析した． 
充足点は，業種・職務・仕事・作業ごとに，

必要となる主な知識，技能・技術等が整備さ

れ，ある作業を身につけるための能力が示さ

れていること．また，職務ごとの難易度別に，

業務コンピテンシーが段階的かつ体系的に整

理され，学習者の生涯にわたるキャリア形成

を支援する情報となっている． 
一方，ある作業に対して業務コンピテンシ

ーは 3つ程度と限定して整理されているため
稲垣ら（2011）の課題分析の観点で分析する
と，「何を」「どこまで」学ぶべきかを同定す

るには十分ではない． 
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4. 活用教材の分析 

訓練施設 Aの運用している教材のシステム

的アプローチ（鈴木 1995）を把握するため，

メーガーの３つの質問（訓練目標・評価方法・

教授方略）（鈴木 2019）の観点で整理した．

施設内資料をもとに，運用教材を全て抽出す

ると７つの教材（表１）があり,各教材の組織

的管理（作成の指示）と ID的な充足性を筆者

が次の視点で分析した． 

訓練目標は「学習目標の 3つのポイント」

があるか，評価方法は訓練目標の種類との整

合はよいか，教授方略はガニェの 9教授事象

などの方略の有無である． 

分析結果を太枠部分に◯✕△で表現した．

◯は組織的管理や ID 的充足が大きいもの，
✕は管理や ID 的充足が小さいもの，△はそ
の中間を表す．訓練目標や評価方法は組織的

管理が充足しているが，教授方略は充足が弱

かった．ID的な充足性についても，同様の充
足傾向があった．この理由を関係者へヒアリ

ングすると，機動的な訓練を展開するため現

場の指導員に任せていることが要因だった． 
 
5. まとめと今後の方向性 

本研究では現状の業務コンピテンシーや教

材を ID と組織的管理の観点で分析した．そ
の結果，充足点と不足点が明らかになった． 
今後はこれらの課題を踏まえ，IDの知見不

足する部分を充足させることで，業務遂行の

ためのコンピテンシー基盤型教育へ効果的に

移行する手法を開発する． 
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表１ 既存教材の組織的な関与と ID的な妥当性の分析 

凡例：上記セルの黄色は組織的管理や ID的充足が大きい項目，青色は管理や ID的充足が小さい項目 

区分 訓練目標 評価方法 教授方略 

教材 ①シラバス ②評価 
シート 

③課題（テスト） ⑤テキスト ⑥指導案等 
 ④訓練課題  ⑥補足資料  ⑦参考資料 

教材の 
役割 

訓練目標として「到

達水準」や「内容」

「時間配分」の基準

が記載されている 

訓練目標の「到達水

準」を「評価項目」

で、具体化し学習者

と学習前後で共有し

振返りを促すツール 

評価シートの評価項

目を評価する課題

（テスト） 

応用課題としての利

用や、課題の参考利

用として整備されて

いる 

教授のための必要最

小限の内容や、教授

方略の一部が記載さ

れている 

テキストの教授方略

を補う資料として指

導員が自主的に作成

運用している 

訓練の目的、指導項

目、指導の展開、指

導順序・時間配分な

どをまとめたシナリ

オ 

指導員の方略立案の

ための参考資料 

組織的管理 
(作成の指示) ○(必須) ○(必須) ○(必須) ×(参考利用) △(原則利用) ×(指示なし) △(原則作成) ×(参考利用) 

ＩＤ的な 
充足性 △ △ × △ △ × × × 

ID的な
充足性

の理由 

充足 
点 

３つのポイントのう

ち，到達水準は行動

目標として整備され

ている 

訓練目標との整合手

法は細かく規定され

ている 

評価シートと課題を

整合させる規定があ

る 

テキストに記載しき

れない教授要素が記

載され，テキストを

補完しているケース

がある 

訓練目標に到達する

教授情報が一部記載

されている 

不足する教授方略を

具体化（導入・展

開・まとめ等）し補

っている 

・作成手法を学ぶ研

修は必須となってい

る 
・指導技術の勉強会

では作成が必須 

シラバスやテキスト

を補足する情報が一

部示されている 

不足 
点 

３つのポイントのう

ち，行動目標を評価

する条件と合格基準

がない 

指導員による作成差

がある 

・指導員による作成

差がある 
・訓練目標の種類と

課題の種類を整合さ

せる規定はない 

訓練目標の種類と課

題の整合の不足して

いる課題がある 

・教授情報は一部に

とどまる 
・指導方略としてガ

ニェの９教授事象な

どは記述がない 

・自主的な作成であ

る 
・指導員による作成

差がある 

・指導員による作成

差がある 
・研修は ID手法の
一部の網羅にとどま

る 

ガニェの９教授事象

などの指導方略は明

らかではない 
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